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趙氏の主張には、一つの可能性があるものと認めることができる。          
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は、教養デザイン研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもの
であり、本学学位規程の手続きに従い、審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格した
ので、博士（学術）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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